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１
．
は
じ
め
に

１
．
は
じ
め
に

　
全
８
回
の
う
ち
５
回
目
に

当
た
る
今
回
は
、
経
済
価
値

ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規

制
（
以
下
、
「
新
規
制
」
と

い
う
）
に
お
い
て
求
め
ら
れ

る
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
に
つ
い

て
解
説
を
行
う
。

　
本
年
６
月
に
金
融
庁
が
公

表
し
た
「
経
済
価
値
ベ
ー
ス

の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
等
に

関
す
る
有
識
者
会
議
」
報
告

書
（
以
下
、
「
有
識
者
会
議

報
告
書
」
と
い
う
）
に
は
、

規
制
の
詳
細
を
今
後
検
討
す

る
に
あ
た
っ
て
保
険
会
社
の

準
備
・
態
勢
整
備
の
視
点
が

重
要
で
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
が
規

制
と
し
て
導
入
さ
れ
る
場
合

に
は
そ
の
計
算
・
検
証
に
関

す
る
よ
り
高
水
準
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
が
必
要
と
な
る
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
有
識

者
会
議
報
告
書
で
は
、
態
勢

整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く

た
め
に
人
的
リ
ソ
ー
ス
や
シ

ス
テ
ム
投
資
等
を
考
慮
し
た

一
定
の
準
備
期
間
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
求
め
ら
れ
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
水
準
の
高
さ
が
う
か
が

え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
保
険
会
社
は
、
現
在
の

自
社
の
計
算
・
検
証
に
関
す

る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
分
析
し
、

新
規
制
に
お
い
て
あ
る
べ
き

ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
を
構
想

し
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い

く
作
業
が
必
要
と
な
る
。
こ

の
「
あ
る
べ
き
ガ
バ
ナ
ン
ス

態
勢
」
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
要
件
は
現
時
点
で
明
確
に

決
ま
っ
た
も
の
は
な
い
が
、

上
述
の
と
お
り
一
定
の
準
備

期
間
が
想
定
さ
れ
る
レ
ベ
ル

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
求
め
ら

れ
、
特
に
シ
ス
テ
ム
開
発
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
は
２
０

２
５
年
ま
で
に
間
に
合
わ
な

い
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
早

期
に
検
討
を
開
始
す
べ
き
で

あ
る
。

　
新
規
制
の
詳
細
が
決
ま
っ

て
い
な
い
現
状
で
は
、
同
じ

く
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
規
制

と
し
て
導
入
さ
れ
た
ソ
ル
ベ

ン
シ
ー
Ⅱ
に
お
け
る
対
応
が

参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
以
下
で
は
、
ソ
ル
ベ
ン

シ
ー
Ⅱ
の
導
入
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
お
よ
び
新
規
制
に
向
け
て

ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
高
度
化

を
検
討
す
る
場
合
の
考
え
方

に
つ
い
て
解
説
を
行
う
。

２
．
ソ
ル
ベ
ン
シ

２
．
ソ
ル
ベ
ン
シ

ー
Ⅱ
の
導
入
ロ
ー

ー
Ⅱ
の
導
入
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ

ド
マ
ッ
プ

　
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
は
16
年

に
欧
州
の
規
制
と
し
て
導
入

さ
れ
た
が
、
多
く
の
保
険
会

社
で
は
そ
の
数
年
前
か
ら
検

討
を
進
め
て
い
た
。
図
表
１

は
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
の
導
入

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。

　
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
の
導
入

に
際
し
、
欧
州
保
険
会
社
は

「
三
つ
の
柱
」
そ
れ
ぞ
れ
に

直
接
対
応
す
る
論
点
だ
け
で

な
く
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る

モ
デ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
デ
ー

タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
シ
ス
テ
ム

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
並
行

し
て
検
討
し
た
。
多
岐
に
わ

た
る
検
討
事
項
を
網
羅
的
に

整
理
し
た
う
え
で
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
落
と
し
込
ん
だ
結

果
、
導
入
ま
で
に
数
年
を
要

し
て
い
る
。

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
高
度

化
は
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
の
導

入
時
に
お
い
て
も
欧
州
保
険

会
社
が
直
面
し
た
課
題
で
あ

っ
た
。
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
が
ソ
ル
ベ

ン
シ
ー
Ⅱ
の
導
入
に
お
い
て

導
入
し
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

は
図
表
２
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は

広
範
な
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
の

要
件
を
複
数
の
領
域
に
区
分

す
る
も
の
で
、
実
際
に
は
各

区
分
に
お
い
て
さ
ら
に
細
分

化
さ
れ
た
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
小

項
目
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
保
険
会
社
の
現
状
を
分

析
す
る
目
的
で
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
図
表
２
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か

ら
分
類
す
る
と
、
リ
ス
ク
ガ

バ
ナ
ン
ス
、
モ
デ
ル
ガ
バ
ナ

ン
ス
、
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
３
類
型
に
分
類
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
あ
る
べ
き
ガ

バ
ナ
ン
ス
態
勢
を
包
括
的
・

有
機
的
に
検
討
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
こ
の
分
類
に
沿
っ

て
各
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
を

参
照
し
て
い
く
こ
と
が
効
率

的
と
考
え
ら
れ
る
。

３
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
態

３
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
態

勢
高
度
化
の
考
え
方

勢
高
度
化
の
考
え
方

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
高
度

化
は
、
一
般
的
に
図
表
３
の

よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
実
施
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
具
体
的
に
は
最
初
に
自
社

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
状
況
を
分
析

し
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
対
す

る
ギ
ャ
ッ
プ
を
把
握
・
整
理

す
る
。
次
に
、
自
社
の
目
指

す
姿
の
デ
ザ
イ
ン
を
設
計

し
、
そ
の
中
で
把
握
し
た
ギ

ャ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
解
消

し
て
い
く
か
を
検
討
す
る
。

そ
れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
て

導
入
・
高
度
化
を
進
め
、
事

後
に
運
用
状
況
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
く
と
い
う
ス
テ

ッ
プ
を
踏
む
こ
と
と
な
る
。

以
下
、
各
ス
テ
ッ
プ
に
お
い

て
特
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
点

を
述
べ
る
。

　
ま
ず
①
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
で

あ
る
が
、
規
制
要
件
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素

を
網
羅
的
・
具
体
的
に
カ
バ

ー
す
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
設

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
結
果
と
し
て
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
項
目
が
数
百
以
上

と
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、
重
要
で
な
い
子
会
社

や
領
域
に
つ
い
て
は
項
目
を

絞
る
な
ど
実
務
的
な
負
担
を

考
慮
し
た
対
応
が
必
要
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
続
い
て
②
デ
ザ
イ
ン
設
計

で
は
、
上
述
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

モ
デ
ル
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
自
社
の
目
指
す
姿
（
タ

ー
ゲ
ッ
ト
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン

グ
モ
デ
ル
：
Ｔ
Ｏ
Ｍ
）
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｍ
が
漠
然
と

し
て
い
る
と
後
続
の
導
入
ス

テ
ッ
プ
に
お
い
て
負
荷
が
大

き
く
な
っ
た
り
想
定
外
の
イ

シ
ュ
ー
が
発
生
し
た
り
す
る

原
因
と
な
る
た
め
、
可
能
な

限
り
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
、
部

門
戦
略
・
原
則
、
組
織
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

・
デ
ー
タ
、
ピ
ー
プ
ル
・
ス

キ
ル
、
と
い
っ
た
よ
う
に
業

務
の
レ
イ
ヤ
ー
を
分
け
、
漏

れ
な
く
重
複
な
く
Ｔ
Ｏ
Ｍ
を

作
り
こ
ん
で
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　
③
導
入
・
高
度
化
ス
テ
ッ

プ
に
お
い
て
は
、
規
制
導
入

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
遅
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
具
体
的

な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
意
思

決
定
の
た
め
の
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
も
の
や
実
務
目
線
で
の
詳

細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、

目
的
に
応
じ
た
粒
度
で
複
数

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
④
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ッ

プ
で
は
、
①
～
③
で
検
討
し

導
入
し
た
態
勢
が
意
図
し
た

と
お
り
に
機
能
し
て
い
る
か

を
確
認
す
る
た
め
に
、
３
ラ

イ
ン
オ
ブ
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の

枠
組
み
を
利
用
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
リ
ス
ク
テ
イ

ク
や
Ｅ
Ｓ
Ｒ
計
測
を
担
う
第

１
線
、
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
状

況
や
Ｅ
Ｓ
Ｒ
計
測
の
妥
当
性

を
確
認
す
る
第
２
線
、
そ
れ

ら
と
独
立
に
検
証
を
行
う
第

３
線
の
そ
れ
ぞ
れ
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
継
続
的

に
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
で
、
会
社
全
体
で
の

整
合
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

期
待
で
き
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス

態
勢
の
高
度
化
は
継
続
的
な

活
動
で
あ
り
、
形
式
的
な
対

応
に
陥
ら
な
い
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

４
．
ま
と
め

４
．
ま
と
め

　
第
５
回
目
の
今
回
は
、
新

規
制
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
に
つ
い
て

解
説
を
行
っ
た
。
新
規
制
で

求
め
ら
れ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
態

勢
の
詳
細
は
現
時
点
で
確
定

し
て
お
ら
ず
、
今
後
の
議
論

を
注
視
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
詳
細
が
定
ま
っ
て
か
ら

検
討
を
開
始
す
る
こ
と
は
大

き
な
リ
ス
ク
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ

を
は
じ
め
と
す
る
先
行
事
例

の
知
見
を
参
考
に
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
態
勢
の
高
度
化
を
早
期

に
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
次
回
は
、
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ

ン
ス
、
モ
デ
ル
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

三
つ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル

の
個
別
論
点
に
つ
い
て
ソ
ル

ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
の
先
行
事
例
等

も
参
考
に
解
説
を
行
う
。

　（
な
お
、
本
稿
内
容
に
つ

い
て
は
20
年
９
月
末
時
点
で

の
調
査
情
報
に
基
づ
い
て
い

る
こ
と
に
ご
留
意
い
た
だ
き

た
い
）	

（
つ
づ
く
）

◇

　【
甲
斐
佑
太
（
か
い
・
ゆ

う
た
）
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

日
本
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
会
準

会
員
２
０
１
８
年
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ

（
あ
ず
さ
監
査
法
人
）
入

所
。
大
手
信
託
銀
行
の
数
理

部
門
お
よ
び
大
手
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
に
通
算

７
年
在
籍
し
、
年
金
数
理
業

務
や
Ｍ
＆
Ａ
業
務
を
経
験
。

あ
ず
さ
監
査
法
人
入
所
後

は
、
国
内
外
の
保
険
会
社
・

公
的
金
融
機
関
に
対
す
る
責

任
準
備
金
の
監
査
業
務
に
従

事
す
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
コ

ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
・
規
制
対

応
・
リ
ス
ク
管
理
・
保
険
計

理
人
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
等
を
担
当
。

　【
専
門
分
野
】
保
険
数

理
、
保
険
規
制
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

17
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
な
ど
。

経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制

経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制

― 

導
入
に
向
け
た
検
討
事
項 

―

有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法
人

金
融
事
業
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー

甲
斐
　
佑
太

【
第
５
回
】	
新
規
制
で
求
め
ら
れ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢

図表１　ソルベンシーⅡの導入ロードマップイメージ

出典：KPMG作成

出典：KPMG作成

出典：KPMG作成

・（3rd Line）
　内部監査部門

・（2nd Line）
　リスク管理部門

・（1st Line）
　企画部門、商品部門、
　経理・主計部門等

■意図したとおりに運用可
能か、運用されているか
を検証。

モニタリング導入・高度化デザイン設計

KPMGソルベンシーⅡフレーム
ワークに基づくギャップ分析

■判明したギャップを整理。

■KPMG のソルベンシーⅡフ
レームワークを用いて自社
のガバナンス状況を分析。

ギャップ分析

図表３　ガバナンス態勢高度化のステップ

内部統制

方針・規程

システムとデータ

再保険外部委託

Pillar3Pillar2Pillar1

開示ＯＲＳＡユーステスト

資本要件（SCR/MCR）

モデルバリデーション

定量的測定

報告と経営情報（M I）モニタリングとマネジメントリスク戦略とリスク選好

組織とガバナンス

図表２　ＫＰＭＧのソルベンシーⅡフレームワーク

エ
ン
テ
ィ
テ
ィ

・業務プロセス・IT システム
のドライラン

・IT システム開発・テスト
・規程・マニュアル作成
・組織体制・業務分掌の変更

■デザイン設計で検討した
態勢の導入・高度化。

・データガバナンス
・モデルガバナンス
・リスクガバナンス

■以下の各種ガバナンスモデル
の類型別に整備方法を検討。

・IT システム
・文書化
・業務プロセス
・組織体制・業務分掌

■ギャップ分析で把握した課
題の整備方法を検討。




